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まえがき 

鋼コンクリート合成床版の底鋼板の横リブに写真－1 に示す節

付き突起リブ１）を適用した場合，その上下突起が底鋼板とコンク

リートとの一体性を高めるとともに，側面に配列した節突起が横

リブ長手方向のずれ止めとして機能する．その利点として，ロビ

ンソン型合成床版のずれ止めに用いているスタッドの省略，およ

び底鋼板厚の低減が期待される．そこで，活荷重の繰返し作用に

対する疲労耐久性を確認する目的で，横リブに節付き突起リブを

用いた合成床版モデルの輪荷重走行試験（（独）土木研究所にて：

写真－2）を行った． 

試験体と試験方法 試験体の諸元を表－1 に示す．試験体形状は

図－1に示すように，既往の輪荷重走行試験２）と同様，長さ 4.5m，

床版支間 2.5m，コンクリート版厚 200 ㎜とした．横リブには側面

に節突起（節高 3mm の直角 2 等辺三角形断面）を 3列/100mm の間

隔で配列した節付き突起リブ（王子製鉄㈱製造，ロール製品：図

－2）を用い，標準的な主鉄筋間隔の 2 倍を考えて 300mm 間隔で配

置した．底鋼板厚は写真－1 のようにスタッドを設けないため 6 ㎜

とし，コンクリート接触面には実施工時の防錆を考慮して無機ジ

ンク（標準膜厚 30μm）を塗布した．試験荷重は図－3に示すよう

に初期荷重を 157kN，走行回数 4 万回ごとに 19.6kN ずつ荷重を階

段状に増加させ，合計 52 万回，最大 392kN までの載荷を行った．  
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図－1  試験体の概要と形状寸法  

図－2  節付き突起リブ形状  

表－1  試験体の諸元  

節付き突起リブ 

上下突起 
底鋼板（6mm） 

節突起 

写真－1  スタッドレス合成床版 

写真-2  輪荷重走行試験 

図－3  走行回数と載荷荷重 

写真－2  輪荷重走行試験状況 

短辺：弾性支持 長辺：単純支持 
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試験結果 図－3 に示した階段載荷の載荷初期か

ら走行試験終了までの，試験体中央における静的

載荷時・除荷時のたわみ測定結果を図－4に示す．

この図では平成8年度道路橋示方書によるRC床版
３）の走行試験結果と比較している．図－4より，

節付き突起リブを用いた合成床版の載荷時たわみ，

および除荷時の残留たわみが，RC 床版と比べて非常に小さいことがわかる．同じく試験体中央の弾性たわみ

（載荷時と除荷時のたわみ差）を 98kN 荷重に換算し，上述の RC 床版３），PRC 床版４），ならびに平リブとス

タッドを用いたロビンソン型合成床版２）の試験結果を併記して図－5 に示す．図－5 より，節付き突起リブ

を用いた合成床版のたわみ剛性が走行試験終了までほとんど変化しておらず，優れた疲労耐久性を有してい

ると評価できる．また，試験終了後に試験体の切断面観察を行った結果，図－6および写真－3 に示すように，

横リブ角部を起点とするような内部ひび割れの発生は認められない．すなわち，本試験体のコンクリート内

部が走行試験の終了に至るまで，健全な状態を保持していたものと確認できる． 

まとめ 節付き突起リブを用いた合成床版の輪荷重走行試験を行った結果，以下のことがわかった． 

(1) たわみ剛性が走行試験終了までほとんど変化しておらず，優れた疲労耐久性を有している． 

(2) 横リブ角部からのひび割れが生じておらず，コンクリート内部が健全な状態を保持している． 
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図－4  試験体中央たわみ（載荷時・除荷時）  図－5  試験体中央たわみ（弾性たわみの 98kN 換算値）  

図－6  試験体断面のひびわれ（走行試験終了後における切断面） 

写真－3  試験体切断面（A－A 断面 a 部） 
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